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１．都市計画マスタープランの⾒直しの必要性
（１）今日的な動向・課題への対応の必要性（１）今日的な動向・課題への対応の必要性（１）今日的な動向・課題への対応の必要性（１）今日的な動向・課題への対応の必要性

これらの今日的な動
向・課題に対応する
ため、都市づくりの
施策の推進を図る必
要がある。

◆今日的な動向・課題◆今日的な動向・課題◆今日的な動向・課題◆今日的な動向・課題

・人口減少・超高齢社会の到来、生産年齢人口の

減少などの社会経済情勢の変化

・地球規模の環境・エネルギー問題の深刻化

・低炭素都市づくり、安全・安心都市づくりなど

の新たな都市づくりのニーズ

現行の都市計画マスタープラン策定時（平成現行の都市計画マスタープラン策定時（平成現行の都市計画マスタープラン策定時（平成現行の都市計画マスタープラン策定時（平成16161616年）年）年）年）

ととととは異なるは異なるは異なるは異なる状況となっている。状況となっている。状況となっている。状況となっている。

（（（（２）上位計画２）上位計画２）上位計画２）上位計画の再編の再編の再編の再編

・（１）に示した社会経済情勢の大きな

変化などの今日的な動向・課題に対応

するため、札幌市基本構想及び第4次

長期総合計画を統合し、平成平成平成平成25 25 25 25 年に年に年に年に

新た新た新た新たに「札幌市まちづくりに「札幌市まちづくりに「札幌市まちづくりに「札幌市まちづくり戦略ビジョ戦略ビジョ戦略ビジョ戦略ビジョ

ンンンン(以下「ビジョン」という。)」」」」を策を策を策を策

定定定定した。

・上位計画の再編に伴い、都市マスにつ

いても計画の見直しを行い、ビジョン計画の見直しを行い、ビジョン計画の見直しを行い、ビジョン計画の見直しを行い、ビジョン

と連動させる必要と連動させる必要と連動させる必要と連動させる必要がある。

・上位計画の再編に伴って、他の部門別他の部門別他の部門別他の部門別

計画を見直す動き計画を見直す動き計画を見直す動き計画を見直す動きがあり、それらと連

動して、都市マスにおいて整合を図る整合を図る整合を図る整合を図る

必要必要必要必要がある。

以上のことから、今日的な動向・課題に対応し、また、上位計画の再編
及び関連する部門別計画の⾒直しと整合を図るため、都市計画マスタープ
ランの⾒直しを⾏う必要がある。
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２．都市計画マスタープランの位置づけ等

２２２２

（１（１（１（１）都市計画マスタープランの位置づけ）都市計画マスタープランの位置づけ）都市計画マスタープランの位置づけ）都市計画マスタープランの位置づけ

・都市計画マスタープランは、都市づくりにかかわるさまざまな取り組みの指針都市づくりにかかわるさまざまな取り組みの指針都市づくりにかかわるさまざまな取り組みの指針都市づくりにかかわるさまざまな取り組みの指針であり、他他他他の分の分の分の分

野別野別野別野別計画と連携、整合計画と連携、整合計画と連携、整合計画と連携、整合を図ります。

・また、広域的な視点で北海道が定める都市計画の方針である「札幌圏都市計画区域の整備、開札幌圏都市計画区域の整備、開札幌圏都市計画区域の整備、開札幌圏都市計画区域の整備、開

発及び保全の方針発及び保全の方針発及び保全の方針発及び保全の方針（都市計画法第６条の２）」と整合と整合と整合と整合を図ります。

・都市計画法における都市計画は、都市づくりの中でも特に基礎となる部分を対象都市づくりの中でも特に基礎となる部分を対象都市づくりの中でも特に基礎となる部分を対象都市づくりの中でも特に基礎となる部分を対象としており、

市民の生活や経済活動に必要な土地利用の規制土地利用の規制土地利用の規制土地利用の規制、都市全体の総合的観点から必要必要必要必要な都市施設な都市施設な都市施設な都市施設

（道路、公園等）（道路、公園等）（道路、公園等）（道路、公園等）や、面的な市街地の開発を位置づけ市街地の開発を位置づけ市街地の開発を位置づけ市街地の開発を位置づけていくもので、その内容は大きく土地利

用・都市施設・市街地開発事業の3つに区分されます。

・都市計画では、それぞれの「種類（名称）」、「位置」、「区域」等を定める「種類（名称）」、「位置」、「区域」等を定める「種類（名称）」、「位置」、「区域」等を定める「種類（名称）」、「位置」、「区域」等を定めることとされてお

り、施設等の詳細部までを決定するものではありません。

（２）（２）（２）（２）都市計画都市計画都市計画都市計画マスタープラン策定後の流れマスタープラン策定後の流れマスタープラン策定後の流れマスタープラン策定後の流れ

・都市計画マスタープランの見直し作業と並行して、都市計画マスタープランの内容に即した再再再再

開発開発開発開発のののの方針方針方針方針を策定します。

・また、具体的な事業実施に向けて、都市計画マスタープランに即した都市計画の都市計画の都市計画の都市計画の決定決定決定決定を行い、

個別の地域まちづくりを推進地域まちづくりを推進地域まちづくりを推進地域まちづくりを推進します。

・地域まちづくりの推進にあたっては、地域住民や企業、関連団体等と地域住民や企業、関連団体等と地域住民や企業、関連団体等と地域住民や企業、関連団体等との協働の協働の協働の協働により、まちづく

り協議会等の体制づくり体制づくり体制づくり体制づくり、まちづくりガイドライン等の策定ガイドライン等の策定ガイドライン等の策定ガイドライン等の策定、また、ガイドライン等に沿った

まちづくり計画等の策定まちづくり計画等の策定まちづくり計画等の策定まちづくり計画等の策定、具体の事業計画等の事業計画等の事業計画等の事業計画等の策定策定策定策定などを行っていくことが考えられます。

 

住 民 ・ 企 業 ・ 行 政 の 協 働 に よ る ま ち づ く り の 実 現住 民 ・ 企 業 ・ 行 政 の 協 働 に よ る ま ち づ く り の 実 現住 民 ・ 企 業 ・ 行 政 の 協 働 に よ る ま ち づ く り の 実 現住 民 ・ 企 業 ・ 行 政 の 協 働 に よ る ま ち づ く り の 実 現    

連 携 連 携 

各事業の計画的な実施 

事業化に向けた各種計画 策定 

再開発、区画整理、道路、公園など 

事業部局事業部局事業部局事業部局    

企 業・行 政 

まちのものづくり 

(公共施設や民間都市開発 

などのハード整備) 

住民・企業・行政 

まちのルールづくり（地区計

画など) 

 

住 民 

まちの魅力づくり 

(緑化活動,イベント 

などのソフト事業) 

計画部局計画部局計画部局計画部局    

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりのののの協議会協議会協議会協議会    

 
○地域の課題を共有 ○課題解決・目標の実現に向けた活動 

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりののののガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    策定策定策定策定    

○住民、企業、行政が共有するまちづくりの目標像 

まちづくり計画まちづくり計画まちづくり計画まちづくり計画    策定策定策定策定    

○整備構想 

都市計画マスタープランの位置づけ都市計画マスタープランの位置づけ都市計画マスタープランの位置づけ都市計画マスタープランの位置づけ 地域のまちづくりの進め方（例）地域のまちづくりの進め方（例）地域のまちづくりの進め方（例）地域のまちづくりの進め方（例）

北海道が定めるもの 札幌市が定めるもの
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３．現⾏都市計画マスタープランの概要
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４．現⾏都市計画マスタープランに基づく取組状況
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■■■■取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

・当初設定（22,010ha）⇒現在（25,017ha） 3,007ha増

・現行都市マスが策定された平成16年以降は、市街化区域拡大

に係る新たな決定はない。

※H16～H22に若干増加しているのは、H16以前の既決定の案件
が編入されたことによる。

４４４４

■■■■札幌市都市計画札幌市都市計画札幌市都市計画札幌市都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン（（（（現行現行現行現行））））でのでのでのでの記載内容記載内容記載内容記載内容

都市づくりの基本目標

・外延的拡大の抑制を基調とした市街地に、札幌の魅力と活力を

高めることを先導するさまざまな拠点を効果的に配置し、それ

ぞれの機能の向上を図る。

市街地の範囲の基本方針

・今後増加する人口は市街化区域内に誘導し、市街地の居住密度

を維持、または高めることを基本とします。

・日常生活との関連の強い基礎的な都市構造は、市街化区域内に

おいて、身近な範囲で提供されることを基本とします。

・以上から、市街地の範囲は現状の市街化区域内とすることを基

本とし、市街化区域の拡大は必要最小限にとどめます。

（１（１（１（１）市街地の拡大抑制）市街地の拡大抑制）市街地の拡大抑制）市街地の拡大抑制



都心東部の魅力ある空間づくりを誘導するためのルール（地区計画）を新たに定めました。

■■■■取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

・６～７ページに示したように、拠点や都心、及び周辺の既成市街地で

は、まちづくり指針の検討、各種事業等を行っている。

・計画的に再開発を推進するための考え方を示す、都市再開発方針では、

複数の広域交流拠点や地域中心核を「整備促進地区」、「2号地区」とし
て定め、再開発による拠点等の機能向上の役割を担ってきた。

札幌市都市計画マスタープラン（現行）の拠点

■■■■札幌市都市計画札幌市都市計画札幌市都市計画札幌市都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン（（（（現行現行現行現行））））でのでのでのでの記載内容記載内容記載内容記載内容

都市づくりの基本目標

・外延的拡大の抑制を基調とした市街地に、札幌の魅力と活力を高めること

を先導するさまざまな拠点を効果的に配置し、それぞれの機能の向上を

図る。

拠点の基本方針

・交通結節点や、機能集積の現況および動向、隣接市との関係を含めた地理

的な位置関係を踏まえ、都心のほか、さまざまな拠点を適切に配置して

多中心核都市構造へと誘導します。

・多中心核都市構造を構成する主要な拠点として、都心のほか、高次都市機

能拠点、広域交流拠点、地域中心核を設定します。

・だれもが安心し、快適に活力に満ちて過ごせる空間づくりを重視しなが

ら、各拠点の育成・整備を図ります。

４．現⾏都市計画マスタープランに基づく取組状況
（２（２（２（２）拠点等の機能集積）拠点等の機能集積）拠点等の機能集積）拠点等の機能集積

地区の関係地区の関係地区の関係地区の関係

地区一覧表地区一覧表地区一覧表地区一覧表

５５５５

。



都心東部の魅力ある空間づくりを誘導するためのルール（地区計画）を新たに定めました。

６６６６

苗穂苗穂苗穂苗穂

手稲手稲手稲手稲

地区計画

ＪＲ苗穂駅周辺地区（H24.4都決）

第一種市街地再開発事業

・手稲本町２・４地区（H7～9）

①拠点の主な具体的取り組み状況（苗穂、手稲、新札幌）①拠点の主な具体的取り組み状況（苗穂、手稲、新札幌）①拠点の主な具体的取り組み状況（苗穂、手稲、新札幌）①拠点の主な具体的取り組み状況（苗穂、手稲、新札幌）

第一種市街地再開発事業

・手稲本町１・３地区（H24～27予定）

優良建築物等整備事業

・ＪＲ手稲駅北口地区（H6～7）

優良建築物等整備事業

・手稲本町１・４地区（H10～15）

高度利用地区

・手稲本町１・３地区（H24.9都決）

人にやさしいまちづくり整備事業

・手稲駅南口駅前広場（H9～13）

人にやさしいまちづくり整備事業

・手稲駅北口駅前広場（H9～15）

市街地再開発事業相談地区

・北３東１１周辺地区

市街地再開発事業相談地区

・北４東６周辺地区

苗穂駅周辺地区まちづくり計画策定（H18.3）

新札幌新札幌新札幌新札幌

４．現⾏都市計画マスタープランに基づく取組状況

〇新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画（Ｈ26策定予定）

市営住宅下野幌団地（ＧＨＩ）を建て替え・集約化（Ｈへ）することによる余剰地

（Ｇ･Ｈ）の利活用の方向性を中心に、一体的なまちづくりを検討する。

ＪＲ苗穂駅移転・橋上化

南北自由通路、駅前広場等



都心東部の魅力ある空間づくりを誘導するためのルール（地区計画）を新たに定めました。

真駒内真駒内真駒内真駒内琴似琴似琴似琴似

篠路篠路篠路篠路

真駒内駅前地区まちづくり指針（H25.5）

当面の取組（旧真駒内緑小学校の活用）

将来的な取組の方向（駅前地区の土地利用の再編）

７７７７

４．現⾏都市計画マスタープランに基づく取組状況

第一種市街地再開発事業

・琴似３・１地区（H7～14）

高度利用地区

・琴似４・２地区第一地区（H21.9都決）

・琴似４・２地区第二地区（H21.9都決）

第一種市街地再開発事業

・琴似４・１、２地区（H16～18）

第一種市街地再開発事業

・ＪＲ琴似駅北口地区（H14～18）

第一種市街地再開発事業

・琴似４・２地区（H22～26予定）
第一種市街地再開発事業

・ＪＲ琴似駅南口地区（H3～6）

第一種市街地再開発事業

・ＪＲ篠路駅西第１地区（H16～17）

第一種市街地再開発事業

・ＪＲ篠路駅西第２地区（H19～21）

高度利用地区

・ＪＲ篠路駅西地区（H10.3都決）

鉄道高架事業（H30都決予定）

土地区画整理事業（H30都決予定）

②②②②拠点拠点拠点拠点の主な具体的取り組み状況の主な具体的取り組み状況の主な具体的取り組み状況の主な具体的取り組み状況（琴似、篠路、真駒内）（琴似、篠路、真駒内）（琴似、篠路、真駒内）（琴似、篠路、真駒内）

◆土地利用再編イメージ◆土地利用再編イメージ◆土地利用再編イメージ◆土地利用再編イメージ



■■■■取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

○○○○平成平成平成平成18181818年用途地域見直年用途地域見直年用途地域見直年用途地域見直しししし

～～～～魅力魅力魅力魅力あるあるあるある都心都心都心都心のののの空間空間空間空間、、、、まちなかでのまちなかでのまちなかでのまちなかでの安心安心安心安心なななな暮暮暮暮らしらしらしらし、、、、

ゆったりとゆったりとゆったりとゆったりと住住住住めるめるめるめる郊外住宅地郊外住宅地郊外住宅地郊外住宅地のののの環境環境環境環境 などなどなどなど

・都心東部の魅力ある空間づくりを誘導するためのルール（地区

計画）を新たに定めました。

・市内のほぼ全域に建築物の高さの最高限度（高度地区）を定め

ました。

・郊外住宅地の戸建住宅等の容積率を60％から80％へ緩和し、あ

わせて敷地面積の最低限度を定めました。

・工業地などの建物用途の制限をよりきめ細かく定めました。

・土地利用現況の変化したところや新たな道路が整備されたとこ

ろなどは適切な用途地域に変更しました。

○○○○平成平成平成平成24242424年用途地域見直年用途地域見直年用途地域見直年用途地域見直しししし

～～～～歩歩歩歩いていていていて暮暮暮暮らせるまちらせるまちらせるまちらせるまち、、、、調和調和調和調和のとれたまちなみののとれたまちなみののとれたまちなみののとれたまちなみの実現実現実現実現

・郊外住宅地の主要な道路などの沿道において、第一種住居地

域・第二種低層住居専用地域の指定区域を拡充しました。

・床面積10,000平方メートルを超える大規模集客施設の立地を制

限する特別用途地区を定めました。

・一般住宅地・郊外住宅地では、地域の特徴に合わせて高さ制限

を強化しました。

８８８８資料：パンフレット（土地の使い方のルールが変わりました。）

■■■■札幌市都市計画札幌市都市計画札幌市都市計画札幌市都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン（（（（現行現行現行現行））））でのでのでのでの記載内容記載内容記載内容記載内容

住宅市街地（郊外住宅地：低密度な住宅地）の基本方針

低層住宅の住環境の保護を図ることを基本に、戸建住宅を主体

としながら地域の住環境と調和する集合型住宅や生活利便施設

が必要に応じ立地する住宅市街地の形成を目指す。

都市づくりの力点

多様な住まい方を支える質の高い居住環境の実現

基本方針２

・住要求の変化を踏まえた郊外住宅地の質の維持・向上。

４．現⾏都市計画マスタープランに基づく取組状況
（３（３（３（３）郊外住宅地等の住環境の維持保全）郊外住宅地等の住環境の維持保全）郊外住宅地等の住環境の維持保全）郊外住宅地等の住環境の維持保全



９９９９

４．現⾏都市計画マスタープランに基づく取組状況

■■■■取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

○○○○郊外住宅地郊外住宅地郊外住宅地郊外住宅地におけるにおけるにおけるにおける地域地域地域地域のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり

・もみじ台地域、真駒内地域で、エリアマネジメントによるまちづくりを進めています。

まちづくり

センター



５．札幌市まちづくり戦略ビジョンにおける、都市空間の創造に当たっての基本的な考え方
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基本目標基本目標基本目標基本目標 集約化のイメージ集約化のイメージ集約化のイメージ集約化のイメージ 札幌型の集約連携都市札幌型の集約連携都市札幌型の集約連携都市札幌型の集約連携都市 将来の都市空間図将来の都市空間図将来の都市空間図将来の都市空間図

・超高齢社会を見据

え、地下鉄駅の周辺な

どに、居住機能と生活

を支える多様な都市機

能を集約することで、

効率的に都市サービス

を享受できるコンパク

トな都市

・良好な環境を備える

郊外での暮らしが選択

できるなど、住まいの

多様性が確保された札

幌らしいライフスタイ

ルが実現できる都市

・公共交通を基軸とし

たまちづくりの推進や、

新たなエネルギーネッ

トワークの構築などに

よる環境都市

・都市の活力を創出す

るため、道内外と多様

な交通ネットワークで

つながる、北海道の中

心都市

・都市基盤が効率的に

維持・保全され、災害

に強い安全・安心な都

市

都市空間創造にあたっての「コンセプト」都市空間創造にあたっての「コンセプト」都市空間創造にあたっての「コンセプト」都市空間創造にあたっての「コンセプト」

市街地区分・主要な拠点の位置図市街地区分・主要な拠点の位置図市街地区分・主要な拠点の位置図市街地区分・主要な拠点の位置図

（１（１（１（１）札幌市まちづくり戦略）札幌市まちづくり戦略）札幌市まちづくり戦略）札幌市まちづくり戦略ビジョンの概要ビジョンの概要ビジョンの概要ビジョンの概要


